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印
度

學
佛
教
學
研

究
第
六
十
三

巻

第
二

号

平
成
二

十
七

年
三

月

吉
蔵
の

浄
土

観
に

関
す
る

一

考
察

　

　

　

　

　

　

　
『

観
経
義
疏
」

を

中
心
と

し

て

一

　

問
題
の

所

在

榎

屋

達

二

二

六

　

阿
弥
陀

仏
の

浄
上

に

関
し
て

は
、

中
国
（

特
に

隋
代
以
降
）

に

お
い

て

様
々

な

議
論
が

な

さ
れ

、

そ
の

浄
土

に

関
す
る

種

別
判
定
は
、

　
第
一

は
、

化
土

説

す
な

わ

ち

事
浄
土
と

み

な
し

て

凡
夫
の

往
生
を

認
め

る

も

　
の

で
、

慧
遠
．

智

顕
・

吉
蔵
ら
の

説
で

あ
る

。

第
二

に
は

、

報
土

と

し
て

凡

　
夫
の

往
生

を

認
め

な
い

説
で

あ

り、

摂
論

学
派

や

法
相

宗
が

主

張
す
る
と
こ

　
ろ

で

あ
る

。

第
三
は
、

報
化
二

土

に

通

ず
る

と
い

う
も
の

で

迦

才
・

元

暁
・

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ　

　
慈

恩
ら
の

説
が
こ

れ
に

あ

た
る

。

と

あ
る

よ

う
に

、

大
別
す
る

と

三

種
に

分
類
で

き
る

。

こ

の

分
類
に

よ

る
と

、

吉
蔵
は

第
一

の

化
土

説
を
主

張
し

た

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

　
と

こ

ろ

が
、

近
年
の

研
究
に

お
い

て

は
、

袴
谷
憲
昭

氏

や

伊
東
昌
彦

氏
な
ど

に

よ
っ

て
、

以

下
の

よ

う
な
新
し
い

視
点
か

ら
の

見

解
が

提
示

さ
れ

て

い

る
。

ま

ず
袴
谷
氏
は

、

　
究

極
の

「

本
迹
」

の

立

場
か

ら

す
れ
ば
、

吉
蔵

は
「

本
」

と

し
て

の

法
身
も

　
し

く
は

真
如、
「

迹
」

と

し
て

の

応
（

化）

身
も
し

く
は

応
（
化）

土
と
い

う、

也

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　り

　
二

身
説
も
し

く
は

二

土
説
を
採
っ

て

い

た

と
考
え
ら

れ
る

。

と

し
て

、

吉
蔵
の

仏
身
仏
土
論
に

関
し

て

本
迹
思
想
の

上

か

ら

捉
え
直

す
と
い

う
研
究
方
法
を
提
示
し
、

ま

た

伊
東
氏
は

、

　
応
身
応
土

説
が

誤

り
だ

と
は

言
い

切
れ

な
い

の

だ

が
、

ど

ち

ら
が

真
意
で

あ

　
る
と

か
、

ど

ち

ら
に

重

き
を

置

く
な
ど

と

す
る
こ

と

は
、

吉
蔵
教
学
の

上

か

　
ら

し
て

み

れ
ば

問
題
で

あ
る

。

『

三

論
玄
義
』

に

お
い

て
、

「

無
得
正

観
を

以

　
て

宗
と

為
す
」

と

言
う
よ

う
に

、

吉
蔵
は

ど

れ

か
一

説
を

得
て

固

執
・

偏
執

　
　
　
　

　

　

　

　ハ
き　

　
す
る
こ

と

を
否

定
す
る

。

と

し
て

、

吉
蔵
の

浄
土
観
を
「

無
得
正

観
」

と
い

う
三

論
教
学
の

上

か

ら
捉
え
直
し

、

従
来
の

化
土
説
に

偏
ら

な
い

見
解
を

示
し

て

い

る
。

　
そ
こ

で

筆
者
も

、

両
氏
の

指
摘
を

念
頭
に

置
き
つ

つ
、

吉
蔵

の

膨

大

な
著
述
か

ら

『

観
無
量

寿
経
義
疏
』

（
以

下
、

『

観
経
義
疏
』

と

略
す）

を

取
り
上

げ
て

、

吉
蔵
の

浄
土
観
に

対
す
る

再
検
討
を
試
み

た
い

。

二

　
吉
蔵
に

お

け
る

本

迹
思
想

吉
蔵
の

浄
土

観
を
検
討
す
る

に

あ
た
っ

て
、

ま

ず
は

本
迹
思

想
に

つ
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い

て

少
し

触
れ

て

お

く
必

要
が

あ
る

。

来

寿
量

品
」

に

お
い

て
、

本

迹
思
想
は

『

法
華

経
』

「

如

如
来

秘
密
神
通
之

力
、

一

切
世
間
天

人
及
阿

修
羅

、

皆
謂

今
釈
迦
牟
尼
仏
出

釈
氏

宮
、

去
伽
耶
城

不
遠

、

坐

於
道
場
得
阿

耨
多
羅
三

藐
三

菩
提

。

然
善
男

子、

我
実
成
仏

已
来

、

無

量

無
辺

百
千
万

億
那
由
他
劫

。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
『

大
正

蔵
』

九
・

四

二

頁
中）

と

あ
る

よ

う
に

、

真
の

仏

は

久
遠
の

昔
に

成
道

し

た

も
の

と

し
て

、

仏

の

本
地
・

本
体
（
久
遠
の

本
仏
）

を

表
す
面
（
本
門
）

と
、

こ

の

世
に

現

れ

た

仏

は

衆
生

済
度
の

た

め

に

本
地
か

ら

迹

を

垂
れ

た

も
の

と

し

て
、

本
仏
の

応

現
・

垂

迹
を

表
す
面
（

迹
門
）

を

説
く

『

法
華
経
』

に

基
づ

く
も
の

で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

「

法
華
文
句
』

「

釈
序
品
」

に

は

「

従

序
至

安
楽
行
十
四

品
、

約
迹
開

権
顕

実
、

従
踊
出
訖
経
十
四

品
、

約
本

開
権
顕
実
」

（

『

大
正
蔵
』

三

四
・

二

頁
上）

と

あ
り

、

智
顕
は

上

記
の

文

言
（
特
に

傍
線
部
分）

に

注
目
し

、

『

法
華
経
』

前
半
の

十
四

品
を
迹

門

と

し
、

後
半
の

十
四

品
を

本
門
と

分

科
し
た

の

で

あ
る

。

　

な

お
、

「

本
迹
」

の

用

語
は

『

注

維
摩
詰
経
序
』

に

お
い

て
、

　

凡
此

衆
説
皆
不
思

議
之

本
也

。

至
若
借
座
灯
王

請
飯
香
土

手
接
大

千
室
包
乾

　

象
、

不

思
議
之

迹
也

。

然
幽
関
難
啓、

聖
応

不
同

。

非
本
無
以

垂

跡
、

非
跡

　

無
以
顕
本

。

本
跡
雖
殊
而
不
思
議
一

也
。

（

『

大
正

蔵
』

三

八
・

三

二

七

頁
中
）

と

あ
る

よ

う
に

、

東

晋
の

僧

肇
が

「

維
摩
経
』

の

所
説
に
お
い

て

本
迹

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
4）

説
を
用
い

た

の

が

嚆
矢
と

さ

れ
る

。

　

以
上

、

本
迹
思
想
の

典

拠
を

略
述
し

て

き
た

が
、

そ
の

関
係
性
に

関

吉
蔵
の

浄
土

観
に

関

す
る
「

考
察
（
榎
　
屋）

し

て

は

『

法
華
文

句
』

「

釈

寿
量
品
」

に

お
い

て
、

　

諸
経
所
説
本
迹
者

、

即
寂
滅
道
場
所
成
法
報
為
本

、

従
本

所
起
勝

劣
両
応

為

　

迹
。

ー
場
所
得

　

三

身
名
之

為
本

。

故
与
諸
経
為
異

也
。

非
本

無
以

垂
迹、

非

迹
無
以

顕

本
。

　

本
迹

雖
殊
不

思

議
］

也
。

　
　

　
　

　

〔
『

大
正

蔵
』

三

四
・
一

二

九

頁
上
）

と
あ
る

よ

う
に

、

諸
経
所
説
の

「

本
迹
」

は

寂
滅
道
場

所
成
の

法
報
身

を
本
と

し
、

二

乗
な
ど

の

た

め

に

示
現
さ

れ
る

応
身
を
迹
と

す
る

。

し

か
し

『

法
華
経
』

所
説
の

「

本
迹
」

は
、

久
遠

劫
以

前
の

本
昔
道

場
所

得
の

三

身
を

本
と
し

、

そ

れ

以

後
の

寂
滅
道
場
及
び

中
問
所
成
の

三

身

を

迹
と

す
る

。

そ
し
て

本
と
迹
は

異
な
る

と

言
っ

て

も
、

本
が

な
け
れ

ば

迹
を
垂
れ
る

こ

と

は

な
く

、

迹
で

な
け
れ

ば

本
を

顕

す
こ

と

は

な
い

と

い

う
本
迹
の

相
即
関
係
を
示
し

て

い

る
。

ま
た

、

こ

の

よ

う
な

智
顕

の

主

張
を

受
け
て

、

吉
蔵
は

『

華
厳
遊
意
』

に

お

い

て
、

　

此
本
是
迹
本

。

非
本
無
以

垂
迹

。

此
迹

是
本
迹

。

非

迹

無
以

顕
本

。

非
本
無

　
以

垂
迹、

由
本

故
迹

。

非
迹
無
以

顕
本

、

由
迹
故
本

。

由

本
故
迹、

迹
是
本

　

迹
。

由
迹

故
本

、

本
是
迹

本
。

迹

本
則

非
本

、

本

迹

則

非
迹

。

斯
即
非
本
非

　

迹
清
浄

。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

「

大
正
蔵
』

三
五
・

四
頁

上）

と

あ
る

よ

う
に

、

本
が

な

け
れ

ば

迹
の

垂
れ

る

こ

と

は

な
い

の

で
、

迹

は

本
を

由
と

す
る

「

本
が

迹
」

で

あ
り

、

迹
で

な

け
れ

ば

本
を
顕
す
こ

と

は

な

い

の

で
、

本
は

迹
を

由
と

す
る

「

迹
が

本
」

で

あ
る

。

し

た

が
っ

て
、

本
も
迹
も
独
立
的
・

絶
対
的
な

も

の

で

は

な

く
、

非
本
非
迹

と

し

て

本
迹
に

分
別
を
見
な
い

の

が
正
し
い

見
方
で

あ

り
、

本
迹
は

本

二

二

七
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吉
蔵
の

浄
土

観
に

関
す
る
一

考
察
（
榎
　
屋
）

来
「

相
即
不
離
」

の

関

係
で

あ
る
と

す
る

。

　

本
迹
を
字
義
的
に

解
釈
す

れ

ば
、

本
か

ら

迹
が

垂
れ

る

と
い

う
先
後

関
係
や

優
劣
関
係
が

見
出
さ

れ

る

が
、

吉
蔵
は

本
迹
に

つ

い

て

「

相
即

不
離
」

の

関

係
性
を
示

し
、

決
し

て

優
劣
を

認
め

な
い

の

で

あ
る

。

三

　
『

観

経

義
疏
』

所
説
の

浄
土

思
想

　

前
節
で

は

本
迹
二

門
の

関
係
性
を
略
述
し
て

き
た

が
、

本
節
で

は

そ

れ

を

踏
ま
え

た

上

で
、

実
際
に

『

観
経
義
疏
』

所
説
の

浄
土

思

想
に

つ

い

て

検
討
を

加
え

て

い

く
。

ま
ず
西
方
浄
土

に

関
し

て

は
、

　

若
就
通
門
為
論

、

無

非
酬
因

、

可
云

報
土

。

別
門
不
然

。

何
者
以

法
蔵

菩
薩

　

　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
へ

　

有
本
迹
二

門
。

就
迹

為
論、

在
凡
夫
地

以

願
造
土、

叮

云

報
上

。

…

調

　

門
、

此
菩
薩
位
居

隣
極

、

無
更

造
業

。

唯
是

応
現
　
正

両
報

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　（
『

大
正

蔵
』

三

七
・

二

三

五

頁
上
）

と
し

て
、

通
門
（
一

般

的
な
見
方）

で

は
、

酬

因
の

報
土

で

あ

る

と

言

え
る

が
、

別
門
（

特
殊
な

見
方）

で

は
、

法
蔵

菩
薩
に

は

「

本
迹
二

門
」

が

あ

る

と

す
る

。

そ
し

て

迹
門
で

は
、

法
蔵
菩
薩
の

本
願
に

酬
い

て

建

立

さ

れ

た

報
土

で

あ

る

が
、

本
門

で

は
、

法
蔵

菩
薩
は

隣

極
（

等
覚）

の

菩
薩
で

あ
り

、

更
に

業
を

造
る

こ

と
は

な

く
、

依
正

両
報
は

応

現
さ

れ

た

も

の

で

し

か

な
い

と

す
る

。

ま
た

、

法

蔵
菩
薩
に

「

本
迹
二

門
」

が

あ
る

と

す
る

根
拠
に

関
し

て

は
、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

ヘ

　

　
ヘ

　

　

ヘ
　　
ヘ

　
　

ヘ

　

　

ヘ
　　
ヘ

　
　

ヘ

　

　

ヘ
　
　

　
　

ヘ

　

　

ヘ
　
　
ヘ

　
　

ヘ
　

　

へ

　

問
、

双
巻
則
云

応
云

報
土

耶
。

答、

此

是
応

中

開
応
報
両

土
。

非
是
異
応
別

　
ヘ

　
　

ヘ
　
　

へ

　

有

報
土
。

何
者
一

往

弁
土

体
謂
之

為
報

、

於
此

報
土

示

種
種
七

宝

為
応

土

二

二

八

　
也

。

非
是
酬
因
之

報
故
為

　
土
也

。

若亠

所
化
修
因
往
生

義
為
論

、

可

為

　
土

。

然
所
イ
由
因
往
生

応

　
中
也

。

　
　
（

『

大
正

蔵
』

三

七
・

二

三

五

頁
中）

と

し

て
、

『

無

量
寿

経
』

（
以

下
、

「

大
経
』

と

略
す
）

に

そ
の

根
拠
を

求

め

て

い

る
。

こ

の

問

答
に

お
い

て

吉
蔵
は

、

『

大
経
』

所
説
の

浄
土

の

本
質
は

報
土

で

あ
る

が
、

そ
の

報
土

は

酬
因
の

報
と

し

て

の

報
土
で

は

な

く
、

衆
生
の

修
因
往
生
の

意
味
と

し
て

の

報
土

で

あ

り
、

そ
の

場
合

で

も

衆
生

は

「

応
土
」

の

中
へ

往
生

す
る

の

だ

と

強
調
す
る

。

　
一

見
す
る

と
、

吉
蔵
は

化
土
説
を
主
張
し
て

い

る

か

の

よ

う
で

あ

る

が
、

一

仏
土
を
如
来
と

衆
生
の

立

場
に
お

い

て

考
察
す
れ

ば
、

自
ず
か

ら

応

土
と

報
土
の

両
面
の

見
解
が

生
じ
得
る

。

す
な
わ

ち
、

衆
生

の

修

因
往

生
の

立

場
（

約
生
的
視
点
）

か

ら

す
る

と

「

報
土
」

で

あ
る

が
、

如

来
応

現
の

立

場
（

約
仏

的
視
点）

か

ら

す
る

と
、

衆
生
は

ど

こ

ま
で

も
「

応
土
」

に

往
生

す
る
と
い

う
こ

と

に

な
る

。

　

こ

の

よ

う
な

浄
士
の

種
別
判
定
に

続
い

て
、

そ
の

浄
土
の

様
相
（

分

段
変
易
・

三

界
摂
不
）

に
関
し

て

は
、

今
云、

此

応
是
分

段
生

死。

何
以

知

之
。

世
自
在
王

仏

所
為
国
王

而

発
心

出

家
、

始
発

四

十
八

願
造
此
浄
土

。

ー

　
　

　
　
ヘ

　

　

ヘ
　

　
ヘ

　
　

ヘ

　

　

ヘ
　　
ヘ

　　
ヘ

　
　

ヘ

　

　

へ

段
生
死

。

然
分
段
与
変
易
不
可

定
判

。

何
者
穢
則

浄、

浄
則
穢

、

分
段
与
変

易
亦
爾。

分
段
即
変
易

、

変
易
即
分
段

。

浄
穢
因
縁、

二

生

死

因
縁、

不

相

離
Q

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
『

大
正

蔵
』

三

七
・

二

三

五

頁
中）

と
し
て

、

吉
蔵
は

「

彼
土
寿
雖
無
量
必
終
訖
」

と
い

う
、

浄
土

の

寿

命

の

有

終
を

根
拠

と

し

て
、

一

度
は

分
段
生

死
で

あ
る

と

の

見
解
を
示

す
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が
、

直
後
に

「

然
分
段

与
変
易

不
可

定
判
」

と

述
べ

て
、

即
座
に

そ
の

よ

う
な
定
ま
っ

た

判
断
を

否
定
し

、

二

生
死
の

因
縁
不
相
離
で

あ
る

こ

と

を

強
調
す
る

。

ま

た
、

三

界
摂
不

に

関
し
て

は
、

　

今
明

、

就
方

便
生
与
実
生
為
≡

。 、

可
云

有
方
便
三

界
実
生

三

界
。

但
以

惑
用

　

為
明
之

。

何
以

知
然

。

双
巻
経
云

、

「

三

十
三

天

依
何
而

住
。

仏
云

、

依
業

　
　
　

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　　
ヘ

　

　
　

　

ヘ
　　
ヘ

　

ヘ

　

へ

　

報
住
」

。

以

義
制
之

、

有
三

界
也

。

　
　

（

『

大
正

蔵
』

三

七
・

二

三

五

頁
下）

と

し

て
、

吉

蔵
は

三

界
に

も

方
便
三

界
と

実
生

三

界
が

あ

る

と

示
し

、

特
に

『

大
経
』

所
説
の

三

界
は

「

方
便
三

界
」

に

当
た

る

と

す
る

。

し

た
が
っ

て
、

分
段
変
易
・

三

界
摂

不
の

問
題
は

、

吉
蔵
に

と
っ

て

は

あ

く
ま
で

も
「

迹
門
」

に

お

け
る

議
論
で

あ
り

、

現
ぜ

ら

れ

た

「

迹
」

で

あ
る

こ

と

に

変
わ

り
は

な
い

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

四

結
び

に
か

え
て

　

本
論
で

は
、

吉

蔵
の

本
迹
思
想
を
念
頭
に

置
き
つ

つ
、

同

著
「

観
経

義
疏
』

に

説
か

れ

る

浄

土

思

想
に

つ

い

て

検
討
し

て

き
た

。

同
書
に

お

い

て

は
、

本
迹
二

門
の

関
係
性
が

十
分
に

論
じ

ら

れ

て

い

な
い

た
め

、

そ
の

思
想
を

ど

の

よ

う
に

理

解
す
べ

き
な
の

か
は

、

他
の

著
述
に

依
ら

な
け

れ
ば

把
握
で

き

な
い

部
分
も

多
く
存
在
し

て

い

た
。

　

そ

れ
と

同
時
に

、

吉
蔵
の

真
意
が

化
土

説
に

あ
る
と

の

見

解
が

大

勢

で

あ
っ

た
こ

と

は
、

道
綽
『

安
楽
集
』

巻
上

に

お
い

て
、

　

問
日

、

今
現
在
阿

弥
陀

仏

是
何
身

、

極
楽
之
国
是

何
土

。

答
日

、

現
在
弥
陀

　
是

報
仏

、

極
楽

宝
荘
厳
国

是

報
土

。

然

古
旧

相
伝、

皆

云

阿

弥
陀
仏
是

化

吉
蔵
の

浄
土

観
に

関
す
る
一

考
察
（
榎
　
屋
）

　
身

、

土
亦
是
化
土

。

此
為
大
失
也

。

　

　

　

（

『

大
正

蔵
』

四

七
・

五

頁
下
）

と

あ
る

よ

う
に

、

吉
蔵
自

身
も

「

古
旧
」

の

説
（

化
身
化
土

説
）

に

含

め
て

考
え
ら

れ

る

傾

向
が

強

く
あ
り

、

特
に

『

観
経
義
疏
』

が

単
な
る

浄
土
教
関
連
の

註
釈
書
と

し

て
、

浄
土

教
の

範
囲
内
で

の

み

理

解
さ
れ

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
5

）

て

き
た

か

ら

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

1
　
粂
原

勇
慈

「

中
国
浄
土

教
に
お

け
る

仏
身
仏
土

論
の

展
開
」

（

『

仏
教
論

　

叢
』

四
五

号
、

二

〇

〇
一

年）

一

四

三

頁
。

2
　
袴
谷
憲

昭

「

吉
蔵
「

観
無
量

寿
経
疏
』

と

浄
土
思
想
」

（
『

三

論
教
学
と

　

仏
教
諸
思

想
』

春
秋
社、

二

〇

〇

〇

年）

一

八
一

頁
。

3

　
伊

東

昌

彦
「

吉

蔵
の

弥

陀

身

土

論
」

（
「

南

都

仏

教
』

八

八

号
、

　
二

〇
〇

六

年）

四
四

頁
。

4
　
智

顕
以
前
に

本

迹

説
を

唱

え

た

と

伝
え
ら

れ

る

の

は
、

僧
肇
・

僧
叡

　
（

道
融
）

・

慧
観
の

三

師
で

あ
り、

い

ず
れ

も
羅
什
門
下

と

し

て

有
名
で

　

あ
る

。

5
　
伊
東
氏
の

指
摘
の

よ

う
に

、

本
迹
と
い

う
概
念
を

用
い

る
こ

と
自
体
す

　

で

に

本
門

的
な

思
考
の

表
れ

で

あ

り
、

同

書
が

本
門
の

全

体
的
な

視
野

　

を

も
っ

て

論
理
を

展

開
さ
せ

て

い

る

こ

と

も

事
実
で

あ
る

。

〈

キ
ー
ワ

ー

ド
〉

　

吉
蔵

、

『

観

経
義

疏
』

、

西
方
浄
土
、

本
迹
二

門

　
　

　
　（
龍
谷
大
学
大

学
院
）

二

二

九
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